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東
京
小
諸
会
平
成
十
■
年
度
総
会
・
大
懇
親
会
を
迎
え
て

東
京
小
諸
会
会
長

本
日
は
、
小
諸
市
よ
り
小
林
俊
弘
市
長
、

池
田
勝
衛
議
長
は
じ
め

一
月
の
選
挙
で
当
選

さ
れ
た
市
議
会
議
員
の
ほ
と
ん
ど
全
員
、
小

山
盛
夫
商
工
会
議
所
副
会
頭
、
内
藤
夏
雄
観

光
協
会
会
長
ほ
か
有
力
な
方
々
が
多
数
、
極

度
に
御
多
忙
の
中
を
、
遠
路
は
る
ば
る
お
越

し
下
さ
り
、
ま
こ
と
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（香
坂
勝
商
工
会
議
所
会
頭
の
ご
欠
席
は
ま

こ
と
に
残
念
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
結
婚
式
に

ご
招
待
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
の

で
や
む
を
得
ま
せ
ん
）

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
万
障
御
繰
合

わ
せ
御
出
席
下
さ
り
、
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
経
済
評
論
の
大
御
所
、
三
鬼
陽

之
助
先
生
、
小
山
峰
男

・
羽
田
雄

一
郎
参
議

院
議
員
、
小
林
忠
司
長
野
県
議
会
議
員
、
我

山
惇
長
野
県
人
会
連
合
会
常
務
理
事
、
三
上

外
喜
男
東
京
滑
川
会
会
長
、
高
木

一
雄

・
石

川
隆
同
副
会
長
、
竹
内
芳
郎
東
京
上
田
会
副

会
長
、
ほ
か
に
は
、
本
会
の
た
め
特
に
貴
重

な
お
時
間
を
お
さ
き
下
さ
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
ど
も
の
ふ
る
さ
と
小
諸
が
、
「高

原
に
育
む
活
力
あ
る
詩
情
公
園
都
市
」
を

テ
ー

マ
に
、
小
林
市
長
の
卓
越
し
た
ご
統
率

と
温
か
い
お
人
柄
の
も
と
に
、
幾
多
の
困
難

を
乗
り
越
え
て
、
着
実
に
発
展
し
つ
つ
あ
り

ま
す
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
心
強
い
限
り
で
す
。

小
林
市
長
の
別
項
の
ご
寄
稿
に
よ
り
ま
す

と
、
こ
の
十
月
二
十
日
、
上
信
越
自
動
車
道

が
新
潟
県
の
上
越
市
で
北
陸
自
動
車
道
と
つ

な
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
画
期
的
な
こ
と
で

あ
り
ま
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
太
平
洋
と
日
本

海
が
小
諸
の
地
を
通
る
大
動
脈
で
結
ば
れ
、

経
済

。
文
化
の
交
流
が
大
き
く
促
進
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
動
き
を
活
用
す
れ

ば
小
諸
の
発
展
に
大
き
く
役
立

つ
で
あ
り
ま

し
よ
う
。

ま
た
、
小
諸
市
の
独
自
の
動
き
と
し
て
は
、

大
久
保
に
日
帰
り
温
泉
施
設

「あ
ぐ
り
の
湯

こ
も
ろ
」
が
十
月
八
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
多
く
の
市
民
に
喜
ば
れ
て
い

る
こ
と
で
し
よ
う
。　
一
日
あ
た
り
平
均
入
場

者
は
千
人
を
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
さ
ら
に
、
昨
秋
、
飯
綱
山
の
山
頂
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た

「市
立
小
諸
高
原
美
術
館
」

は
、
こ
の

一
年
余
の
間
に
、
入
館
者
が
三
万

三
千
人
を
超
え
て
い
る
と
の
こ
と
、
ご
同
慶

に
堪
え
ま
せ
ん
。
私
も
こ
の
人
月
に
訪
れ
ま

し
た
が
、
実
に
立
派
な
美
術
館
で
す
。
こ
の

美
術
館
の
隣
り
に
、
長
野
県
動
物
愛
護
指
導

施
設

「
ハ
ロ
ー
ア
ニ
マ
ル
」
が
来
年
四
月
に

開
館
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
も
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
当
局
は
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
、
福
祉
施
設
の
推
進
、
高
度
情
報
化

・

国
際
化

へ
の
対
応
、
工
業
の
活
性
化
、
商
業

・

農
業
の
振
興
な
ど
に
も

一
段
と
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
が
、
以
上
の
よ
う
な

諸
施
策
に
よ
つ
て
、
ふ
る
さ
と
小
諸
が
さ
ら

に
大
き
く
躍
進
す
る
こ
と
を
心
か
ら
願

つ
て

や
み
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
東
京
小
諸
会
と

し
て
ご
協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
れ

ば
、
何
な
り
と
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
申
し
付
け
下
さ
い
。

と
も
あ
れ
、
い
」来
賓
、
会
員
の
皆
様
、
き
ょ

う
は
総
会
の
議
事
と
小
林
市
長
の
小
諸
の
近

況
に
つ
い
て
の
お
話
な
ど
の
あ
と
は
、
懐
か

し
い
小
諸
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
ふ
る
さ
と

の
日
本
酒
と
ワ
イ
ン
を
飲
み
、
音
と
今
と
明

日
の
小
諸
を
語
り
合
い
、
小
諸
に
つ
い
て
の

歌
を
唱
い
、
福
引
を
引
い
て
秋
の

一
日
を
存

分
に
楽
し
く
お
過
ご
し
下
さ
い
。
べ
つ
に
特

別
の
余
興
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ご
出
席
の

皆
様
同
士
で
お
唱
い
に
な
る
な
ど
さ
れ
て
、

飛
び
切
り
楽
し
い
会
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

な
お
、
今
年
も
会
場
を
、
私
の
母
校
、　
一

橋
大
学
の
同
窓
会
館
で
あ
り
ま
す
こ
の
如
水

会
館
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
こ

は
東
京
会
館
が
委
託
経
営
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
料
理
は
と
て
も
美
味
し
い
で
す
。
ど

う
ぞ
た
く
さ
ん
召
し
上
が

っ
て
下
さ
い
。

今
年
も
、
小
諸
市
、
香
坂
建
設
、
信
濃
培

養
土
、
シ
ン
コ
ー
土
地
、
小
諸
グ
ラ
ン
ド

キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
・
ふ
じ
や
、
信
州
味
噌
、

小
諸
そ
ば
、
山
謙
酒
造
、
常
盤
館

・
花
お
か
、

マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
、
高
嶺
商
会
、
京
橋
堂

。
松

葵
庵
、
丁
字
庵
、
三
鬼
陽
之
助
先
生
、
本
会

の
荻
原
冨
久
子
副
会
長
、
小
山
田
純

一
副
会

長
、
小
山
洋
之
介
副
会
長
、
高
橋
昭
平
常
務

理
事
、
小
山
陽
太
郎
理
事
、
大
池
あ
さ
の
理

来
年

の
東
京
小
諸
会
は
十

一
月
十

一
日

日
本
プ

レ
ス
セ

ン
タ
ー
ビ

ル
十
階
ホ
ー

ル
で

来
年
の
東
京
小
諸
会
総
会

。
大
懇
親
会
は
、
十

一
月
十

一
日
（土
）
正
午
か
ら
東
京

都
千
代
田
区
内
幸
町
の
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
十
階
ホ
ー
ル

（日
比
谷
公
会
堂

前
の
国
会
通
り
の
向
い
側
で
す
）
で
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
か

ら
予
定
表
に
お
書
き
込
み
下
さ
い
。
如
水
会
館
の
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
は
十

一
月
の
土
曜

日
は
す
で
に
予
約
ず
み
の
た
め
で
す
。
し
か
し
、
今
度
の
と
こ
ろ
も

「ア
ラ
ス
カ
」

の
料
理
で
す
の
で
、
と
て
も
美
味
し
い
で
す
。
ど
う
ぞ
多
数
御
出
席
下
さ
い
ま
す
よ

う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

十

一
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
小
諸
会

平 成 10年 度 決 算 報 告 書

自平成10年 1月 1日 ～平成10年 12月 31日   (単位 円)

以上の報告を監査しましたところ、
します。     平成11年10月

いずれも正確であることを証明
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支 出 の 部

科  目 金 額

総会関係支出

東京滑川会御祝

東京上田会御祝
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事
に
特
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
と
り
わ

け
、
小
山
陽
太
郎
理
事
に
は
大
変
貢
献
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
理
事
の
小
諸
愛
の
深

さ
に
感
謝
、
感
激
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
今
年
も
、
こ
の
会
報
に
、
小
諸
と

長
野
県
に
関
す
る
信
農
毎
日
新
聞
、
小
諸
新

聞
な
ど
の
記
事
を
転
載
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。
き
よ
う
ご
出
席
の
皆
様
全
員
が
、

信
毎
と
小
諸
新
聞
を
定
期
購
読
し
て
お
ら
れ

る
と
は
限
ら
な
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
会
員
の
皆
様
が
、
ふ
る
さ
と

の
動
き
を
身
近
に
お
感
じ
に
な

つ
て
い
た
だ

け
ま
す
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
信
毎
の
記
事
の
中
に
、
藤
村

の
『
破
戒
』
が
、
パ
リ
在
住
の
日
本
語
教
師
、

ス
ザ
ン
ヌ

。
ロ
ッ
セ
さ
ん
に
よ

つ
て
フ
ラ
ン

ス
語
に
訳
さ
れ
、
こ
の
ほ
ど
フ
ラ
ン
ス
で
出

版
さ
れ
た
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

本
日
こ
こ
に
、
東
京
小
諸
会
平
成
十

一
年

度
総
会
並
び
に
大
懇
親
会
が
、
ご
来
賓
の
皆

様
を
は
じ
め
大
勢
の
会
員
の
皆
様
の
ご
出
席

に
よ
り
、
盛
会
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
郷
里

・

小
諸
市
に
対
し
、　
一
方
な
ら
ぬ
温
か
い
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と

に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
衷
心
よ
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

先
輩
の
皆
様
の
英
知
と
ご
努
力
に
よ
り
育

ま
れ
て
参
り
ま
し
た
我
が
郷
土
小
諸
市
は
、

恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
、
浅
間
山
、
千
曲
川

を
有
し
、
歴
史
と
文
化
遺
産
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
長
野
県
を
貫
く
上
信
越
自
動
車
道

は
、
さ
る
十
月
二
十
日
に
新
潟
県
の
上
越
市

で
北
陸
自
動
車
道
と

つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ

は
非
常
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
そ
う
い
え
ば
、

実
は
藤
村
の

「小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
」

は
、
藤
村
の
存
命
中
に
ア
グ
ノ
ウ

エ
ー
氏
と

い
う
フ
ラ
ン
ス
人
に
よ

つ
て
訳
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。
私
は
、
こ
の
人
月
二
十
二
日
の
藤

村
忌
に
列
席
い
た
し
ま
し
た
と
き
、
小
山
盛

夫
様
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
お
教
え
い
た
だ
き
、

そ
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す

中
央
公
論
社
刊
、
全
集

『
日
本
の
詩
歌
』
全

二
十
巻
の
第

一
巻

「島
崎
藤
村
」
を
頂
戴
い

た
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
早
速
、
こ
の
小
諸

会
々
報
に
そ
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
と
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
藤
村
の
言
葉
を
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
小
山
盛
夫
様
に
心
か
ら
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
ぞ
こ
の
会
報
は
、
お
捨
て
に
な
ら
な

い
で
、
お
う
ち
に
お
帰
り
に
な
ら
れ
ま
し
て

か
ら
、
ゆ
つ
く
り
ご
熟
読
下
さ
い
ま
す
よ
う

御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

を
い
た
だ
き
、
現
在
の

一
日
あ
た
り
の
平
均

入
場
者
は
千
人
余
を
数
え
、
地
場
農
産
物
の

直
売
施
設
、
地
域
食
材
供
給
施
設

（
レ
ス
ト

ラ
ン
）
と
も
ど
も
、
盛
況
に
運
営
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
整
備
い
た
し
ま
し

た
イ
チ
ゴ

ハ
ウ
ス
は
、
十
二
月
か
ら
収
穫
を

予
定
し
て
お
り
、
小
諸
市
の
新
し
い
観
光
ス

ポ

ッ
ト
と
し
て
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

文
化
面
で
は
、
昨
年
の
秋
に
飯
綱
山
の
山

頂
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た

「市
立
小
諸

高
原
美
術
館
」
は
、
開
館
以
来

一
年
余
を
経

過
し
、
入
館
者
も
三
万
三
千
人
を
超
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
隣
接
地
で
は
長
野
県
動
物
愛

護
指
導
施
設

「
ハ
ロ
ー
ア
ニ
マ
ル
」
が
、
来

年
四
月
の
開
館
を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
飯
綱
山
公
園
で
は
、

市
の
木

「梅
」
の
植
栽
も
進
め
、
来
年
の
春

に
は
、
梅
花
漂
う
市
民
公
園
と
し
て
、
桜
の

懐
古
園
と
と
も
に
大
勢
の
皆
様
に
来
訪
い
た

だ
く
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
国
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
街
路

事
業
、
街
な
み
環
境
整
備
事
業
等
を
進
め
、

歴
史
的
、
文
化
的
に
貴
重
な
遺
産
を
保
全
し

な
が
ら
、
駅
周
辺
整
備
と
併
せ
取
り
組
ん
で

参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
ｏ

こ
の
ほ
か
、
来
年
の
四
月
か
ら
始
ま
る
介

護
保
険
制
度

へ
の
対
応
、
少
子
高
齢
化
社
会

に
向
け
た
福
祉
施
設
の
推
進
、
日
々
進
展
す

る
高
度
情
報
化

・
国
際
化
時
代

へ
の
即
応
、

企
業
誘
致
に
よ
る
工
業
の
活
性
化
と
若
者
の

定
着
の
促
進
、
商
業

・
農
業
振
興
等
々
、
行

政
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

新
し
い
時
代
で
あ
り
ま
す
二
十

一
世
紀
を
迎

え
る
小
諸
市
発
展
の
試
金
石
と
し
て
と
ら

え
、
四
万
五
千
市
民
の
英
知
を
結
集
し
な
が

ら

一
層
邁
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

以
上
、
市
政
の
現
況
の

一
端
を
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
折
を
見
て
郷
里

・
小
諸
市
に
ご

来
駕
い
た
だ
き
、
諸
事
業
や
新
し
い
施
設
な

ど
を
ご
高
覧
賜
り
た
く
お
顧
い
申
し
上
デ
ろ

次
第
で
あ
り
ま
す
。

終
り
に
、
今
後
も
小
諸
市
の
た
め
に
倍
旧

の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
健
勝
と
、

東
京
小
諸
会
の
限
り
な
い
ご
発
展
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。嚇

酬
小
山
正
邦
さ
ん

東
京
小
諸
金
平
成‐
十
二
年
度
総

‥‥‐
会
大
懇
親
会
に
あ
た
り

一
　

．■
■
４
・一・一諸
・・・・■
一・・・．■

●

一
小
●
林

一俊

一強

れ
に
よ
り
太
平
洋
と
日
本
海
が
小
諸
の
地
を

通
る
大
動
脈
で
結
ば
れ
、
こ
れ
に
伴
う
経

済

・
文
化
交
流
、
物
流
の
促
進
に
大
き
な
期

待
を
抱
く
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
小
諸
市
の

活
性
化
に
生
か
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

二
十

一
世
紀
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
事
業

の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
進
捗
状
況
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

か
ね
て
よ
り
、
市
民
の
皆
様
か
ら
強
い
ご

要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
日
帰
り
温

泉
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
振
興
施
策

と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
中
か
ら
大
久
保
の
中
山

地
籍
に
お
い
て
建
設
を
進
め
、
「あ
ぐ
り
の

湯
こ
も
ろ
」
と
し
て
さ
る
十
月
七
日
に
竣
工

式
を
行
い
、
翌
八
日
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま

し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の
皆
様
か
ら
ご
好
評

動
い四
等

瑞
宝
章

信
州
味
噌
会
長
の
小
山

正
邦
さ
ん

（
７６
）
＝
小
諸

中
峯
″
ぬ

市
荒
町
＝
は
秋
の
叙
勲
で

食
料
品
加
工
業
振
興
″
労

で
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章

し
た
。

小
山
さ
ん
は
東
北
大
卒
。

元
全
国
味
噌
工
業
協
周
組

合
連
合
会
会
長
。

″

イ

ト

今

小
林
市
長
の
推
薦
を
決
め
る

後
援
会
の

小
諸
市
の
小
林
俊
弘
市

長
の
後
援
会

（佐
々
木
治

夫
会
長
）
は
、　
一
日
開
い

た
役
員

・
支
部
長
会
で
来

年
四
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
市
長
選
に
、
小
林
市
長

の
推
薦
を
決
め
た
。
こ
れ

に
対
し
、
小
林
市
長
は
、

「残
り
任
期
に
全
力
投
球

し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
、

態
度
を
は

っ
き
り
表
明
し

な
か

っ
た
が
、
後
援
会
は

二
期
目
の
出
馬
に
向
け
て

動
き
だ
し
た
格
好
だ
。

小
林
市
長
は
、
現
在
、

『役
員
支
部
長
会
』

一
期
目
。
前
回
は
、

元
県

議
、
元
市
会
議
長
ら
五
人

の
激
し
い
争
い
の
末
、

初

当
選
し
た
。　
一
期
目
は
、

塩
川
前
市
長
か
ら
の
デ
継

事
業
を
順
調
に
こ
な
す

一

方
、
市
民
の
声
を
直
接
吸

い
上
げ
る
姿
勢
を
強
く
打

ち
出
す
な
ど
、
無
難
に
こ

な
し
て
き
た
。

今
の
と
こ
ろ
、
自
薦
ヽ

他
薦
を
含
め
て
具
体
的
な

鯉
和棚
端
り
ぃ
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日
本
道
路
公
団

上
信
越
道
の
全
通
を
祝
い
、
上
越
高
田
イ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
テ
ー
プ
カ

ッ
ト

高速網の機能強化

上
信
越
道
で
最
後
の
未
開
通

区
間
だ

っ
た
中
郷
イ

ン
タ

ー

（新
潟
県
中
郷
村
）
―
上
越
ジ

ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
（同
県
上
越
市
）

間
二
〇

・
四
♂
が
完
成
、
三
十

日
午
前
、
総
延
長
二
百
三
♂
が

真
新
し
い
完
成
区
間
を
参
加
者

が
車
で
パ
レ
ー
ド
し
て
上
越
高

田
イ
ン
タ
ー
に
移
動
。
テ
ー
プ

カ

ッ
ト
で
開
通
を
祝

っ
た
。

続
い
て
上
越
市
内
で
行

っ
た

式
典
で
、
緒
方
総
裁
は

「
こ
の

完
成
で
、
一局
速
道
は
北
陸
地
方

と
首
都
圏
の
間
で
三
ル
ー
ト
、

中
京
、
関
西
圏
と
の
間
で
ニ
ル

ー
ト
が

つ
な
が

っ
た
。
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
機
能
が
強
化
さ
れ
、
災

害
時
な
ど
の
相
互
代
替
補
完
ル

ー
ト
が
整
備
さ
れ
た
の
は
画
期

的
だ
」
と
あ
い
さ

つ
。

加
藤
卓

二
建
設
総
括
政
務
次
官
は

「上

信
越
道
と
北
陸
道
の
連
結
で
、

首
都
圏
と
北
陸
地
方
と
の
地
域

連
携
が
活
発
化
す
る
。
沿
線
地

域

の
発
展
に
大

き
く
寄

与
す

る
」
と
述
べ
た
。

上
信
越
道
は
九
三
年
二
月
、

藤
岡
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

（群
馬

県
藤
岡
市
）
―
佐
久
イ
ン
タ
ー

（佐
久
市
）
間
が
開
通
し
て
以

来
約
六
年
半
で
全
通
し
た
。
こ

の
日
開
通
し
た
区
間
は
九
四
年

十
二
月
に
着
工
し
、
事
業
費
は

八
百
三
十
二
億
円
。
上
越
ジ
ャ

ン
ク
シ

ョ
ン
で
北
陸
道
に
接
続

し
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
を
結

ぶ
高
速
道
路
網
が
完
成
し
た
。

東
京
小
諸
会
会
長

長
野
県
人
会
連
合
会
相
談
役

離
畑
世
界
経
済
研
究
協
会

暑
璧

韮

澤

嘉

雄

事
誇

一品

血

委

聾

靭

郡

一た

゛
Ｌ

電
　
話
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三
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〓
一五
〇

一　
　
一
〓
〓
一
一
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妙
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敬
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経
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家

〓
一　
鬼

〒
励
　
幽

陽

之

東

京
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猿

楽

町
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六

電
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朋
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東
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墓
薄
麟
毒

一開
　
な
の
鉄
道
の
九
八
年
度
の
全
線
平

沢
　
均
の
同
密
度
は
、

八
千
七
百
八
十

Ｊ
　
人
だ

っ
た
。

九
七
年
度

（開
業
後

夕
　
一（
力
月
間
）
の
九
千
四
百
九
十
四

。
　

人
よ
り
約
七
百
人
の
減
少
。

長
野

る
　
五
輪
後
の
反
動
と
、
不
況
が
響
い

は

百
十
八
人
、
戸
倉
―
坂
城
間

一
万
　
ま
ひ
と
つ
。

沿
線
人
口
の
急
増
は

‐‐‐‐‐‐‐

三
千
九
百
四
十
人
の
順
。
少
な
い
　
望
め
な
い
だ
け
に
、
市
町
村
や
観

‐‐‐‐‐‐‐

方
か
ら
は
軽
井
沢
―
中
軽
井
沢
間
　
光
業
者
な
ど
と
連
携
し
、
観
光
客

‐‐‐‐‐‐‐

二
千
四
百
八
十
人
、
中
軽
井
沢
―
　

うヽ
に
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
あ
る
。
　

‐‐‐‐―‐

信
濃
追
分
間
二
千
六
百
八
十
四

ま
た
、小
諸
―
軽
井
沢
間
で
は
、
］

人
、
信
濃
追
分
―
御
代
田
間
二
千
　
通
勤
定
期
の
利
用
客
の
比
率
が
極

‐‐‐‐‐‐‐

七
百
八
十
六
人
の
順
で
、

「北
高
　
端
に
小
さ
い
。
例
え
ば
小
諸
―
平

‐‐‐‐‐‐‐

東
低
」
が
顕
著
。
最
大
と
最
小
は
　
原
間
は
、
全
輸
送
密
度
の

一
〇

・
‐‐‐‐‐‐

約
七

・
四
倍
の
開
き
が
あ
る
。

七
％
に
す
ぎ
な
い
。
沿
線
周
辺
に
‐‐‐‐‐‐

特
に
、
長
野
新
幹
線
か
ら
外
れ
、　
事
業
所
が
少
な
い
上
、
マ
イ
カ
ー
‐‐‐‐‐‐‐

在
来
線
の
し
な
の
鉄
道
と
小
海
線
　
通
勤
が
多
い
の
が
要
因
と
み
ら

‐‐‐‐‐‐‐

の
み
の
小
諸
駅
か
ら
、
新
幹
線
に
　
れ
、

通
勤
利
用
を
事
業
所
に
呼
び

‐‐‐‐‐‐‐

接
続
す
る
軽
井
沢
駅
に
か
け
て
の
　
か
け
る
努
力
も
求
め
ら
れ
る
。
　

‐‐‐‐‐‐

利
用
を
ど
う
増
や
す
か
―
。

列
車
内
に
ト
イ
レ
が
な
い
こ
と
¨

昨
年
度
は
、
小
諸
―
軽
井
沢
間
　
で
利
用
者
か
ら
不
満
が
出
て
い
た
¨

が

一
日
乗
り
放
題
の

「浅
間
高
原
　
が
ヽ
八
月

一
日
か
ら
乗
り
降
り
の
¨

ｌ
ｄ
ａ
ｙ
切
符
」

（大
人
六
百
八
　
多
い
小
諸
駅
の
二

・
三
番
線
ホ
ｌ
ｍ

十
円
）
な
ど
を
発
売
。
今
年
度
は
　
，ハ
に
、
総
工
費
約
千
七
百
万
円
で

‐‐‐‐‐‐‐

同
切
符
に
加
え
、
軽
井
沢
か
ら
上
　
設
置
す
る
。
し
な
の
鉄
道
は

「多
‐‐‐‐‐‐

田
ま
で
乗
り
放
題
区
間
を
拡
大
し
　
額
の
投
資
は
で
き
な
い
が
、　

一
つ
咄

た
「
千
曲
川
ｌ
ｄ
ａ
ｙ
切
符
」
（同

　
一
つ
の
努
力
の
積
み
重
ね
で
、
利

‐‐‐‐‐‐‐

千
二
百
二
十
円
）
も
十
七
日
か
ら
　
用
客
を
増
や
し
た
い
」
と
し
て
い

‐‐‐‐‐‐‐

発
売
し
て
い
る
が
、
知
名
度
は
い
　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐‐‐‐‐

ぃ
が
ぁ
り
、
篠
ノ
井
―
上
田

伸用
客
の
多
さ
が
経
営
を
支
　
　
　
　

・（
Ｗ

・

〕る
。
同
年
度
決
算
で
は
六

‐五
百
万
円
の
当
期
損
失
を

）た
。
開
業
十
年
目
に
単
年

）に
転
換
す
る
計
画
だ
が
、

一善
に
は
、
既
定
路
線
の
で
一

．の
運
賃

一
〇
％
値
上
げ
」

で
な
く
、
利
用
の
少
な
い

軽
井
沢
間
を
い
か
に
上
向

〕。

か
の
工
夫
も
必
要
だ
。
　
　

キ

た
営
を
比
較
す
る
際
の
指
　
　
輸
送
密
度
は
駅
間
に
よ

っ
て
大

て
使
わ
れ
る

「輸
送
密
　
き
く
異
な
る
―
グ
ラ
フ
レ^

九
八
年

一
日

・
一　
コ
キ
当
た
り
に
ど
　
度
は
、
篠
ノ
井

‐屋
代
間
が
最
高

り
客
が
乗

っ
た
か
を
示
す
　
´
主

万
八
千
二
百
七
十
二
人
ｃ
次

〕
混
雑
具
合
い

一
だ
　
‐し
　
い
で
屋
代
　
一戸
倉
間

一
万
五
千
五
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(1)1999年 (平成11年)9月 24日 (金 ) お茶の間に明るい話題を提供する地均

品質を売る
お肉とお惣菜の専門店

小諸本店/TEL22-1695
荒 町 店 /T E L22-7274

発行/m小 諸新聞社/小諸市与良/な 23・ 7007/FAX 23
購読料月840円 (税込)/E― ma l knp96y@ianis orip/毎 週全『

‐―‐‐‐‥『出
前
一講
一座
」

市
の
―事
業
を

五
人
以
上
の
希
望
者
が

集
ま
れ
ば
市
の
担
当
職
員

が
出
向

い
て
、
講
座
を
開

く
と
い
う

「
出
前
講
座
」

が
、
こ
の
十
月

一
日
か
ら

始
ま
る
。

市
政
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
感
触
を
受
け
て
開

始
す
る
も
の
で
、

メ
ニ
ュ
ー

を
全
家
庭
に
配
布
。
希
望

オ
一一・■
●
■
一は
一島
一種
類

１０
月
か
．ら
一開
始

た
年
金
や
介
護
保
険
も
メ

ニ
ュ
ー
に
上
り
、
体
力
測

定
や
消
防
署
見
学
な
ど
の

体
験
的
な
も
の
も
含
ま
れ

る
。市

の
休
口
を
除
く
日
の

午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時

ま
で
、
ど
の
時
間
帯
で
も

応
じ
る
。
窓
日
の
生
涯
学

習
課
は

「市
政
を
よ
り
身

，
人
一以
一上
一集
一ま
一れ
一ば

を
募
る
。

メ
ニ
ュ
ー
は
市
役
所
の

各
部
課
が
設
定
し
た
も
の

で
、
全
部

で
五
十
五
の
講

座
を
用
意
し
て
い
る
。
企

画
課
が
担
当
す
る

「
総
合

計
画
」
や
総
務
部
の
情
報

公
開
の
話
、
下
水
道
課
の

下
水
道
事
情
は
四
つ
の
テ
ー

マ
を
設
定
し
て
い
る
。
ま

近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と

が
目
的
。
あ
わ
せ
て
市
職

員
に
と

っ
て
は
研
鑽

の
場

と
な
り
、
資
質
向
上
に
も

つ
な
が
る
」
と
話
す
。

出
前
講
座
は
上
田
市
、

須
坂
市
な
ど
県
内
五
市

に

続
く
六
市
目
。
近
隣
町
村

で
は
軽
井
沢
町
、
東
部
町

で
す
で
に
実
施
し
て
い
る
。

０
一Ｋ

【メニューから】

小諸市の総合計画 (企画課)

救急法講習会  (消 防署)

小諸の観光  (商工観光課)

郷土の文化財 (生涯学習課)

小諸市の財政運営について(財政課)

国民年金の話 (市民課)

公共下水道の話    (下水道課)

議会のしくみ    (議会事務局)

条例規則の読み方   (庶務課)

介護保険制度とは(高齢者対策課)

学校給食について (学校教育課)

農業委員会の仕事 (農業委員会)

市
政
を
広
く
市
民
に
知
ら
せ
よ
う

と
、
市
の
職
員
が
勉
強
会

の
会
場

に

出
向
い
て
講
座
を
行
う

「
出
前
講
座
」

が
始
ま

っ
て
二
週
間
。
市
民
か
ら

の

問
い
合
わ
せ
が
続

い
て
い
る
。
出
前

一
に
|

κ
β

け
Ｊ

第

『健
康
づ
く
り
』

本
町
の
『ふ
れ
あ
い
寿
会
』
で

出
前
講
座
は
五
人
以
上

の
市
民
が
集
ま
れ
ば
、
市

役
所
職
員
が
出
向
い
て
講

座
を
を０
つ
も
の
で

メ
ニ
ュ
ー

は
五
十
五
項
目
。
税
金
や

上
下
水
道
、
道
路
、
介
護

保
険
な
ど
の
話
や
、
健
康

体
操
や
消
防
署
見
学
な
ど

実
践
的
な
内
容
ま
で
、
自

由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

市
役
所
が
休
み
で
な
い
口

の
午
前
九
時
か
ら
午
後
九

時
ま
で
の
、
ど
の
時
間
帯

で
も
Ｏ
Ｋ
。
講
座
は
無
料

で
、
公
民
館
な
ど
会
場
の

言孝

講
座
第

一
号
は
十
三
日
、
本
町
の
ふ

れ
あ
い
給
食
会

の
会
場

で
行

い
、
高

齢
者
が
手
作
り
昼
食
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
保
健

課
の
職
員
か
ら
学
ん
だ
。

使
用
料
は
依
頼
者
が
負
担

す
る
。

出
前
講
座
第

一
号
は
本

町
の

「
ふ
れ
あ
い
寿
会
」
。

「
せ

っ
か
く
講
座
が
始
ま
っ

た
の
だ
か
ら
」
と
代
表
の

湯
本
悦
子
さ
ん
ら
が
昼
食

会
の
中
に
講
座
を
組
み
入

れ
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ

の
日
、
昼
食
会
に
出
向
い

た
高
齢
者
は
六
人
。
昼
食

を
準
備
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
合
わ
せ
十
人
程
が
市

保
健
課
の
井
出
友
恵
保
健

婦
か
ら
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
話
を
聞
い
た
。
井
出

さ
ん
の
分
か
り
や
す
い
解

説
に
参
加
者
は
熱
心
に
聞

き
入
り
、
初
の
出
前
講
座

は
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
会
場

な
ら
で
は
の
和
や
か
雰
囲

気
に
な

っ
た
。

乳出1前講:座J

問い合わせは

多いが・̈

一
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と
千
曲
川
の

場
所
で
、
施

８
日
オ
ー
プ
ン
す
る

「あ
ぐ
り

の
湯
こ
も
ろ
」
の
露
天
ぶ
ろ

運
営
は
浅
間

農
協
が
受
託
。

営
業
時
間
は
午

前
十
時
―
午
後

九
時

（第
二
、

四
火
曜
日
が
定

休
）
。

入
浴
料

は

大

人

五

百

円
、
小
学
生
三

百
円
。

福
祉
ぶ

ろ
は
二
時
間
千

円
（要
予
約
）
。

問
い
合
わ
せ
は

同
施
設

（容
Ｏ

２
６
７

・
２４

・

４
１
２
６
）
へ
。

ごあいさっ

ｌヽ
μ
″
４

″
‘
２
θ

小諸市長

小林俊弘

ごあいさっ

高地 忠男

o/A℃酪霧曹
す

代表理事組合長 高地 忠男

きζユ翌■00?54端市相生町23-5TED267-22-94“ FAttb267=及 島 5読

釧
到

ヨ

湯・
子

高原に育む活力ある
詩情公園都市

小 諸 市
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小
諸
市
菱
平
に
昨
年
十
月
七
日
オ
ー
プ
ン
し
た

「小
諸
高
原
美
術
館
」
は
、
も
う
す
ぐ
開
館

一
周
年

を
迎
え
る
。
同
美
術
館
は
、
日
本
芸
術
院
会
員
の

日
本
画
家

・
白
鳥
映
雪
画
伯
の
作
品
を
中
心
に
、

郷
土
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
の
作
品
を
展
示
し
て

い
る
。

そ
こ
で
、
田
中
良
則
館
長
に
開
館

一
周
年
を
迎

え
て
の
感
想
な
ど
を
聞
い
て
み
た
。

■

一
日
平
均
百
人
の
来
館

　

場
者
の
推
移
と
傾
向
は

者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
答
え
　
開
館

一
カ
月
で

―
滑
り
出
し
が
良
か
っ
た
よ
　

一（
千
人
、
ニ
カ
月
で

一
万

う
に
見
え
た
が
、
小
諸
高
原
　

人
を
超
え
た
。
九
月
末
で

美
術
館
の
こ
の
一
年
間
の
入
　

一二
万
三
千
人
を
超
え
て
い

小
諸
高
原
美
術
館
館
長

田
中
良
1則

さ
|ん

る
。
十
月
七
日
ま
で
に
は

延
べ
三
万
五
千
人
の
入
館

者
を
予
定
し
て
い
る
。
平

均
し
て

一
日
百
人
余
が
来

館
し
た
計
算
に
な
る
。

特
に
こ
れ
と
い
っ
た
入

館
者
の
目
標
数
字
は
出
し

て
は
い
な
か

っ
た
。
た
だ
、

小
諸
市
の
人
口
が
約
四
万

五
千
人
。
市
民
に
は
無
料

招
待
券
も
配
布
し
た
の
で
、

小
さ
い
子
供
な
ど
を
除
い

た
と
し
て
も
四
万
人
の
市

民
に
は
来
て
欲
し
か

っ
た

と
い
う
の
が
私
の
思
い
だ
。

日
入
館
者
の
三
分
の
二
が

市
外
、
県
外

―
入
館
者
の
内
訳
と
反
応
は

答
え
　
来
館
者
の
内
訳

を
み
る
と
、
市
内
が
全
体

の
三
分
の

一
。
残
り
を
市

外
、
県
外
者
が
占
め
て
い

る
。
市
外
、
県
外
者
か
ら

は

「建
物
が
立
派
」
「
館

内
が
明
る
く
、
ゆ
っ
た
り

し
た
ス
ペ
ー
ス
」
「
美
術

館
の
回
り
の
景
色
が
良
い
」

な
ど
評
価
を
得
て
い
る
。

■

一
年
に
四
回
行

Ｐ
た
企

画
展

―
こ
れ
ま
で
の
企
画
展
の
反

応
は

答
え
　
こ
の

一
年
間
に

企
画
展
は
四
回
行

っ
た
。

中
身
は
、
小
諸
義
塾
教
師

だ

っ
た
丸
山
晩
霞
の
作
品

展
、
白
鳥
画
伯
の
師

・
伊

東
深
水
の

「小
諸
を
描
く
一

水
彩
画
展
、
郷
土

の
作
家

展
な
ど
。
今
後
も
こ
の
ベ
ー

ス
で
開

い
て
い
き
た
い
。

開
館
を
記
念
し
た
最
初

の
企
画
展
は
、
県
内

に
散

ら
ば

っ
て
い
る
白
鳥
画
伯

の
美
人
画
三
十
点
の
作
品

を
は
じ
め
、
水
彩
画
の
小

は
ど
ん
な
計
画
を
し
て
い
る
７

答
え
　
今
年

の
十
二
月

ま
で
に
来
年
度

の
展
示
内

容
な
ど
を
決
め
る
。
そ
の

中

で
、
今
年
よ
り
も
入
館

者
を
増
や
せ
る
よ
う
な
特

色
あ
る
中
身
に
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ

の
絵

に
簡
単
な
解
説
を
そ

え
る
工
夫
も
行

っ
て
い
き

た
い
。

市
民
の
方
に
も

一
度
見

た
か
ら
終
わ
り
で
な
く
、

何
回
も
足
を
運
ん
で
も
ら

用
し
て
も
ら
お
う
と
貸
し

出
し
て
い
る
が
、
申
し
込

み
は
未
だ
に
な
い
。
た
だ
、

そ
れ
ら
の
会
場
を
使

っ
た

美
術
館
主
催
の
書
道
や
日

本
画
、
陶
芸
教
室
に
は
現

在
七
十
人
ほ
ど
が
通

っ
て

い
る
。
講
師
が
い
る
か
ら

参
加
す
る
―
と
い
っ
た
傾

向
が
あ
る
よ
う
だ
。

現
在
行

っ
て
い
る
教
室

も
十

一
月
に
は
終
了
。
市

民
展
示
室
な
ど
で
作
品
発

表
の
場
も
設
け
る
予
定
。

来
年
四
月
か
ら
教
室
の
参

加
者
を
ま
た
募
集
す
る
が
、

多
く
の
人
に
参
加
し
て
も

ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
る
。

×

×

×

×

×

×

［田
中
良
則
館
長
』

佐
久
市
野
沢
小
学
校
の

校
長
を
最
後
に
教
職
を
辞

し
て
十
二
年
。
こ
れ
ま
で

郷
十
博
物
館
館
長
、
藤
村

記
念
館
館
長
な
ど
を
務
め

て
い
る
。
信
州
美
術
会
、

佐
久
美
術
会
の
ほ
か
、
全

国
組
織
の

「
示
現
会
」
に

属
す
る
洋
画
家
。
小
諸
市

六
供
の
自
宅
に
夫
人
と
二

人
暮
ら
し
。
七
十
二
歳
。

卜
で
五
千
円
―
と

い
う
値

段
設
定

に
、

「
ち

ょ

っ
と

高

い
の
で
は
な
い
か
」
と

の
声
も
あ

っ
た
が
、
音
を

開
け
て
み
れ
ば
利
用
客

の

反
応
も
上
々
。
離
発
着
す

る
高
峰
高
原
に
は
、
多

い

時

で
絶
え
ず
二
十
人
ほ
ど

の
行
列
が
で
き
た
。

黒
斑
山
を
超
え
る
と
、

一
浅
間
山

　

　

一

一
　

遊
覧

ヘ
リ

一

一，‐，‐‐，‘，‐‐‐，，‘‐‐‥」

急
斜
面

の
下

に
草
原
が
広

が
る
。
眼
下
に
日
を
奪
わ

れ
て
い
る
と
突
然
、
日
の

前
に
雄
大
な
浅
間
山
が
姿

を
見
せ
る
…
。

「
冥
土

の

土
産

に
な

っ
た
」

「
ま
た

乗

っ
て
み
た
い
」
と
い
う

声
が
相
次

い
だ
。
車

い
す

で
利
用
し
た
客
も

い
た
。

歩
行
が
困
難
な
人

に
と

っ

て
も
、
思
い
出
深
い

″浅

問
山
登
山
″
に
な

っ
た
。

〇
…
た
だ
、
こ
こ
に
来

て
思
わ
ぬ
問
題
が
指
摘
さ

れ
始
め
た
。

最
近
に
な

っ
て
、
浅
間

山
周
辺
に
以
前
確
認
さ
れ

て
い
た
貴
重
な
鳥
類
の
目

撃
例
が
あ
り
、
「
騒
音
に

よ
っ
て
貴
重
な
鳥
の
営
巣

に
影
響
が
出
る
の
で
は
」

と
心
配
す
る
声
が
観
光
協

会
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

が
ひ
っ
き
り
な
し
に
飛
ん

で
い
て
登
山
の
雰
囲
気
が

壊
れ
て
し
ま
う
」
と
の
苦

情
も
。

下
界
の

「規
制
緩
和
」

騒
ぎ
と
は
無
縁
と
思
わ
れ

て
い
た
遊
覧

ヘ
リ
。
浅
間

山
上
空
の
雲
行
き
が
、
ど

こ
と
な
く
怪
し
く
な
っ
て

き
た
。

　

　

　

″

（村
）

小

こ
ｒ
翡

４

♂

η
θ

入館者
山
周
次
、
丸
山
晩
霞
、
木

版
画
の
北
沢
収
治
な
ど
の

作
品
を
第

一
ゴ
一展
示
室
、

市
民
展
示
室
ま
で
を
利
用

し
た
大
規
模
な
企
画
展
と

な

っ
た
。
ま
た
、
伊
東
深
水

の
「小
諸
を
描
く
」
は
未
公

開
の
作
品
ば
か
り
で
、
し

か
も
小
諸
を
描
い
た
作
品

と
あ
っ
て
人
気
を
集
め
た
。

■
十
月
十
日
か
ら
企
画
展

「北
沢
収
治
版
画
展
」
、

「内
堀

一
男
洋
画
展
」

―
入
館
者
を
増
や
す
た
め
に

い
た
い
。　
一
回
目
と
二
回

目

で
は
ま
た
違

っ
た
印
象

を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
。

ち
な
み
に
、
十
月
十
日

か
ら
十

一
月
二
十
八
日
ま

で
企
画
展

「
北
沢
収
治
版

画
展
」
、
「
内
堀

一
男
洋
画

展
」
を
開
く
。

■
美
術
室
や
絵
画
室
を
広

く
開
放

―
も
う
ひ
と
つ
の
特
色
で
あ

る
貸
し
館
と
し
て
の
機
能
は

答
え
　
学
芸
室
や
絵
画

室
な
ど
を
広
く

一
般

に
利

こ
れ
ま
で
に
３
万
２
千
人

〇
…
浅
間
山
の
火
口
を

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
遊
覧
す

る

「遊
覧

ヘ
リ
」
が
、
二

十
四
口
で
終
了
し
た
。
遊

覧
は
、
八
月
末
か
ら
の
十
、

日
延
べ
二
十
日
飛
行
。
合

計
で
千
人
を
超
え
る
利
用

客
が
あ
っ
た
。
半
数
は
県

外
客
。
県
の
東
京
事
務
所

に
寄
せ
ら
れ
た
問
い
合
わ

せ
で
、
最
も
多
か
っ
た
の

が
こ
の

暮
覧

ヘ
リ
」
だ
っ

た
と
い
う
。
小
諸
市
や
御

代
円
町
な
ど
で
力
を
入
れ

は
じ
め
た
浅
間
山
登
山
の

規
制
緩
和
の

「
プ
レ
イ
ベ

ン
ト
」
は
、
ま
ず
は
大
成

功
と
み
て
い
い
。

〇
‥
約
七
分
の
フ
ラ
イ

第 849号  第二種郵便物
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夏
シ
ー
ズ
ン
の
七
、
八
月

圃
旧
日
皿
入
園
１７
％
ダ
ウ
ン

こ
の
夏
の
佐
久
地
方

の
観
光
地

の
入
り
込

み
が
、
昨
年
に
比

べ
大
幅

に
落
ち
込
ん
で
い

る
。
年
間
通
し
て
、

最
も
観
光
客

の
多
い
七

―
八
月
の
入
り
込
み
状
況

で
は
、

小
諸
市

の

「懐
古
園
」
で
前
年
比
を
約

一
七
％
も
下
回
る

六
万
九
千
人
。
軽
井
沢
町

で
前
年
比
二

。
二

％
減
の
三
百
六
十
二
万
人
と
、

い
ず
れ
も
大

幅
な
減
少
と
な

っ
て
い
る
。
た
だ
ヽ

こ
れ
と

い
っ
た
減
少
の
理
由
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と

か
ら

「
分
析
も
難
し
い
状
況
」
（小
諸
市
商
工

観
光
課
）
と
、
首
を
傾
げ
て
い
る
。

は
団
体
客
利
用
が
落
ち
込

み
、
昨
年
の
年
間
入
園
者

約
二
十

一
万
七
千
人
を
下

回
る
可
能
性
も
出
て
き
て

い
る
。
商
工
観
光
課
で
は
、

「
台
風
な
ど
天
候

の
影
響

も
多
少
あ
る
だ
ろ
う
が
、

こ
れ
だ
け
の
落
ち
込
み
に

は
一牟
ら
な
い
は
ず
な
の
に
・こ

と
、
表
情
を
曇
ら
せ
る
。

佐
久
地
方
の
観
光
業
者

任州小満はそばあrf

‥

　

　

・

型鷲‘
ど
と
ガ
イ
ド

高
峰
高
原
ホ
テ
ル
は

前
年
比
２０
％
増

「
懐
古
園
」
は
、
こ
の

春
ま
で
は
順
調
な
入
り
込

み
状
況
で
、
五
月
の

一
カ

月
間
で
前
年
比
を
八
％
も

上
回
る
約
五
万
人
が
入
園

し
て
い
た
。
が
、
そ
の
後

に
よ
る
と
、
こ
の
と
こ
ろ

の
観
光
の
傾
向
と
し
て
は
、

「
名
所
旧
跡
」
を
訪
ね
る

内
容
か
ら
、
「
自
然
」
を

観
察
し
た
り
体
験
す
る
エ

コ
ッ
ー
リ
ズ
ム
に
人
気
が

集
ま

っ
て
い
る
と
い
う
。

小
諸
市
の
高
峰
高
原
に
あ

る

「
高
峰
高
原
ホ
テ
ル
」

で
は
、
浅
間
山
や
黒
斑
山

な
ど
の
登
山
者
の
宿
泊
が

増
加
し
、
前
年
比
を
二
〇

％
以
上
も
上
回
る
利
用
で

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

ち
な
み
に
、
佐
久
地
方

の
観
光
地
で
は
こ
の
ほ
か
、

佐
久
市
の

「
ハ
イ
ウ

エ
イ

ォ
ァ
シ
ス
」
が
、
前
年
を

若
干
下
回
る
約
八
万
人
。

長
野
県
を
代
表
す
る
長
野

市
の

「
善
光
寺
」
で
も
、

一
五

・
七
％
減
の
百
三
十

六
万
六
千
人
と
な

っ
て
い

る
。

小
諸
市

の
そ
ば
関
連
業

者
二
十
六
事
業
所
で
作
る

「
信
州

こ
も
ろ
そ
ば
振
興

会
朱
南
沢
哲
大
会
長
）
は
、

会
員
店
の
自
慢
メ
ニ
ュ
ー

や
特
徴
な
ど
を
紹
介
し
た

冊
子
天
〓
員
店
が
い
ど
」
を

こ
の
ほ
ど
制
作
。
近
く
、

会
員
店
の
来
店
客
に
配
付

す
る
。

「
が
い
ど
」
に
は
、
各
店

の
自
慢

メ
ニ
ュ
ー
や
そ
ば

の
製
法
、
店
の
こ
だ
わ
り

な
ど
を
紹
介
。
こ
の
ほ
か

振
興
会
の
活
動
内
容
や
、

ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
、
「
そ
ば

団
子
」
や

「
そ
ば
芽
の
お

ひ
た
し
」
な
ど
そ
ば
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
の
作
り
方
も

掲
載
し
て
い
る
。
Ａ
４
版

十
四
ペ
ー
ジ
立
て
。

そ
ば
振
興
会
は
昨
年
発

足
。
「
そ
ば
大
食
い
大
会
」

な
ど
市
内

で
開
く
イ
ベ
ン

ト
ヘ
の
参
加
や
、
会
員
対

象

の
研
修
会
な
ど
を
開
催
。

今
年
は
、
市
内
外
の
そ
ば

愛
好
者
を
募
り
、

そ
ば
蒔

き
か
ら
そ
ば
打
ち
ま
で
の

一
連
の
作
業
を
体
験
す
る

「
そ
ば
パ

ツ
ク
ツ
ア
ー
」
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

/´ /1′
'C /1ヽ 諸 新 ol l

小
諸
の
そ
ば

ス
■
麟
〓米
‐■
完
成
・

小
諸
市
は
、
今
年
度
四

千
百
万
円
の
予
算
を
計
上

し
て
浅
間
山
の
登
山
道
に

あ
る
山
小
屋

「
火
山
館
」

一
の
建
て
替
え
工
事
を
行

っ

て
い
る
が
、
す
で
に
基
礎

工
事
な
ど
が
済
み
、

現
在

は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
届

ぃ
た

ロ
グ
ハ
ウ
ス
資
材
を

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
運
び
、

本
体
を
組
み
立
て
る
作
業

に
入

っ
て
い
る
。

前
の

「
火
山
館
」
は
、

「
明
治
末
頃
に
建

て
ら
れ

た
ら
し
い
」

（
小
諸
市
商

工
観
光
課
）
と
い
う
。
昭

和
四
十
八
年
に
起
こ
っ
た

噴
火
で
、
登
山
規
制
が
し

か
れ
る
と
、

利
用
者
が
減

少
。
そ
れ
ま
で
民
間
が
運

営
し
て
い
た

「
火
山
館
」

を
小
諸
市
が
昭
和
五
十
二

年
に
買
い
取
り
、
四
年
間

∫

群

鋤
発

運
営
し
た
あ
と
、
ほ
と
ん

ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
状

態
が
続
い
て
い
た
。

新
し
い

「
火
山
館
」
は
、

木
造
三
階
建
て
の
ロ
グ

ハ

ゥ
ス
で
、
延
床
面
積
は
約

百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
。

地
下
に
は
、
従
来
の
シ
ェ

ル
タ
ー

（約
五
十
人
収
容
）

を
設
け
て
い
る
。

新
し
い
火
山
館
は
、
▽

野
生
植
物
保
護
の
拠
点
▽

緊
急
時
の
避
難
誘
導
に
目

的
が
置
か
れ
、
館
内
に
は

高
山
植
物
の
写
真
な
ど
も

飾
る
計
画
。

ま
た
、
火
山

の
学
習
会
や
探
鳥
会
な
ど

を
開
い
て

コ
蕃
あ
拠
き

と
し
た
い
考
え
も
あ
る
。

「火
山
館
」

の
完
成
は
十

一
月
下
旬
を
予
定
し
て
い

る
。



埋
商
工
会
議
所
だ
よ
り

「小
諸
商
工
会
議
所
だ
よ
り
」

は
、
記
事
広
告
と
し
て

毎
月

一
回
掲
載
し
ま
す
。
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％
％
％
多
％
％
％
％
％
％
％
多
％
％
％
％
％
後
％
％
％
％
％
％
％
〃
％
％

南
沢
哲
夫
専
務
理
事
に
聞
く

％
％
％
％
％
％
％
％
多
多
％
％
％
％
％
多
多
多
％
％
多
％
多
多
多
％
％
％

市
内
五

つ
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
核
に

「
食
」
と

「
風
十
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン

ト

「信
州
小
諸
ふ
―
ど
ま
つ
り
」
は
、
十
月
二
日

（
―
・
１
）
に
開
催
す
る
。
商
店
街
を
は

じ
め
と
す
る
小
諸
市
の
活
性
化
を
目
的
に
、
中
心
市
街
地
全
体
を
エ
リ
ア
に
し
た

一
大

イ
ベ
ン
ト
も
今
年
で
五
回
目
の
節
目
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
今
後
の
展
望
を
踏

ま
え
、
小
諸
商
工
会
議
所
の
南
沢
哲
夫
専
務
理
事
に
総
括
し
て
も
ら
っ
た
。

▼
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
は
、

こ
の
五
年
間
で
ど
の
程
度

達
成
で
き
た
か
？

南
沢
　
イ
ベ
ン
ト
自
体

の
規
模
や
参
加
者
の
盛
り

上
が
り
は
、
年
々
高
ま

っ

て
き
て
い
る
。
市
民
ま

つ

り
と
並
ぶ
小
諸
市
を
代
表

す
る
イ
ベ
ン
ト
に
成
長
し

て
き
た
感
も
強
い
。
た
だ
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
心
市

街
地
の
商
店
に
与
え
る
経

済
的
活
性
化
が
ど
の
程
度

浸
透
し
て
い
る
か
に
つ
い

て
は
若
千
疑
問
も
残
る
。

▼
商
店
主
の
中
に
は

「
イ

ベ
ン
ト
に
よ
る
店

へ
の
効

果
は
な
い
」
と
す
る
声
も

あ
る
よ
う
だ
が
…

南
沢
　
イ
ベ
ン
ト
を
た

だ
見
守

っ
て
い
る
だ
け
、

あ
る
い
は
商
売
よ
り
も
イ

ベ
ン
ト
参
加
を
優
先
す
る

の
で
は
、
効
果
は
得
ら
れ

る
は
ず
が
な
い
。
参
加
者

テ
ー

マ
は

『食
』
と

『
風
土
』

商
店

と
市
全
体

の
活
性

を

か
ら

「
せ

っ
か
く
の
イ
ベ

ン
ト
な
の
に
肝
心
な
店
が

閉
ま

っ
て
い
る
」
と
い
う

声
も
寄
せ
ら
れ
る
が
、
こ

れ
で
は
本
末
転
倒
だ
。

▼
商
店
主
に
対
し
て
イ
ベ

ン
ト
の
目
的
を
再
度
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
も
必
要
な
の
で

は
？答

え
　
今
年
は
、
商
店

会
連
合
会
が
加
盟
事
業
所

に
対
し
て
よ
り
積
極
的
に

商
売
す
る
よ
う
に
呼
び
か

け
る
方
針
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
ま
た
、
単
に
店
を

開
け
て
お
く
ば
か
り
で
な

く
、
そ
の
店
の

「
お
宝
」

を
展
示
し
た
り
販
売
す
る

企
画
も
打
ち
上
げ
て
い
る
。

店
の
前
を
あ
れ
だ
け
多
く

の
人
が
歩
く
イ
ベ
ン
ト
は

数
少
な
い
。
客
を
店
に
呼

び
入
れ
る
よ
う
な
Ｉ
夫
も

必
要
だ
。

イ
ベ

ン
ト
は

「
も

て
な

し

の
心

」

や

「魅
力
あ
る
商
店
、
商
店

街
づ
く
り
」
を
再
度
確
認

す
る
き

っ
か
け
と
し
て
位

置
づ
け
て
ほ
し
い
。

▼
商
店
だ
け
で
な
く
、

イ

ベ
ン
ト
に
は
様
々
な
団
体
、

個
人
も
参
加
す
る
。
市
民

の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

意
識
も
高
ま

っ
て
い
る
よ

う
に
思
う
が
―

南
沢

「
ふ
―
ど
ま

つ

り
」
は
、
市
全
体
の
活
性

化
を
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
。
普
段
は
な
か
な
か
中

心
市
街
地
に
足
を
運
ぶ
機

会
の
な
い
人
も
、
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
町
の
良

さ
、
活
気
を
見
い
だ
し
て

ほ
し
い
。
観
光
客
や
近
隣

市
町
村
か
ら
訪
れ
る
人
々

の
受
け
皿
と
も
な
り
た
い
。

小
諸
に
対
す
る
愛
着
や
誇

り
を
持

つ
き
っ
か
け
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど

有
り
難
い
こ
と
は
な
い
。



第 23号

聞新諸

至醤里1塾至三2蟄
1準F)10ダ]8日 (≦さ) (6

膵

験
０
リ

へ
だ
ヽ
ヽ

，
・
．　
管
驚
”べ
一

蛉

JCが 『おにかけそば』

倉需湧運薦響暫lち繁1=電鈍 r加
。大鍋に用意し

1盤垂≡≡覇硼 ヮィ ンや日本酒の試飲

ラ諄嚢鑽彗警蔓是:諄牙3層唇桑5T燿クして日本酒ワ イ

事蜃9,ラをお砦ξょ占曇昌吾F~ケ
ツトは多彩な内容。売る側と買う側のコミュニ

‖中央 SA‖ 多彩な内容でフリーマーケット

鱗曹  韓譴
驚ヽ

・
1年.1

イ1塾
‐

□国珈同国‐‐Ａ‐‐］人気のサンマに行列

対
″崚■赫
刹わ・諏養隔臥賎ど
奸噸崚「意
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に
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‥
一　
ｒ
ヽ
　
ヽ
　
督
口

ヽ
ス
　
●
ヘ
　
ユミ

ｘ
Ｓ
２
“
ゝ

小
諸
の
ま
ち
じ
ゅ
う
を
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
に
―
と
、
市
内
五

つ
の
会
場

で

「
フ
ー
ド

（食
と

と

「
風
十
」

に

ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を

お

こ
な
う

「信
州
小
諸
ふ
―
ど
ま
つ
り
」

は
三
口

行
い
、
多
く
の
市
民
が
町
を
歩
く
姿

が
目
立

っ
た
。

五
回
日
を
迎
え
た
ふ

―
ど
ま

つ
り

は
、

地

几
商
店

の
ま

つ
り

へ
の
出
店

や
関
連
売
り
出

し
な
ど

の
参
加

が
増

え
た
。

ま
た
車

で
の
移
動

で
な
く
、

徒
歩

で
サ
ー
ビ

ス

エ
リ

ア
を
回

る
市

民
が
日
立
ち
、
市
内

が

に
ぎ
わ

い
を

見
せ
た
。

手門 SA

崚
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帰

っ
て
き

ま

し
を

夕

蹄
　
中
学
生
六
人
が
報
告

小
諸
市
が
市
制
施
行
四

十
五
周
年
の
記
念
事
業
と

し
て
行

っ
た

「中
学
生
海

外
派
遣
交
流
事
業
」
で
帰

国
し
た
中
学
生
六
人
が
十

八
日
、
小
林
俊
弘
小
諸
市

長
ら
に
帰
国
報
告
を
し
た
。

中
学
生
は
八
月
二
日
か

ら
九
日
ま
で
の
八
日
間
の

日
程
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
ケ
ア
ン
ズ
を
訪
れ
た
。

現
地
で
は
、
ケ
ア
ン
ズ
市

役
所
表
敬
訪
問
や
熱
帯
雨

林
を
見
学
し
た
り
、
学
校

を
訪
れ
交
流
な
ど
を
行

っ

た
。
日
本
か
ら
竹
ト
ン
ボ

や
コ
マ
も
持

っ
て
い
き
、

現
地
の
生
徒
に
紹
介
し
て

楽
し
ん
だ
。

小
諸
東
中
二
年
の
森
山

ゆ
か
り
さ
ん
は

「
ホ
ス
ト

マ
ザ
ー
が
や
さ
し
く
し
て

く
れ
、
分
か
ら
な
い
言
葉

も
ジ

ェ
ス
チ
ャ
ー
で
教
え

て
く
れ
た
」
と

話

し

た
。

「
国
際
化
時

代

と
言
わ
れ
る
中
、

今
後
益
々
外
国

人
と
の
交
流
は

し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」

と
小
林
市
長
。

生
徒
と
市
長
ら

は
し
ば
ら
く
の

間
、
写
真
を
見

な
が
ら
食
事
や

気
候
の
こ
と
な

ど
の
話
を
弾
ま

せ
て
い
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
青
年

十
七
人
が
、
二
十

一
日
か

ら
の
二
泊
三
日
で
小
諸
市

を
訪
れ
た
。
受
入
れ
た
小

諸
陛
界
占
年
友
の
会

（高

木
蘭
子
会
長
）
会
員
宅

ヘ

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
松
本

城
の
見
学
な
ど
を
通
し
て
、

市
民
と
の
交
流
を
楽
し
ん

だ
。二

十

一
日
、
小
諸
市
民

会
館
で
開
い
た
ウ
エ
ル
カ

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
小

林
俊
弘
小
諸
市
長
の
ほ
か

国
際
交
流
事
業
を
行
う
小

諸

ロ
ー
ク
リ
ー
ク
ラ
ブ
や

小
諸
浅
間

ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
代
表
者
が
出
席
。

「
乾
杯
」
を
重
ね
な
が
ら

メ
ン
バ
ー
の
訪
日
を
歓
迎

し
た
。

小
諸
占
年
友

の
会

は
、

年

＾
回

の
割
合

で
海
外
か

ら

の

‐
…方

日
団
を
受
入
れ
な

か
ら
、
会
員
を
は
じ
め
と

す

る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
事
業

で
国
際
交
流
活
動
を
広
げ

て
い
る
。

聞7月 η θ 小 諸 新

オーストリアの青年17人

受け入れ

小諸青年友の会
聯

●

写げ5写Tピど膨1進」ζ鮒苫錮

一
週
間
の
滞
在
中
、
メ
ー
ン
の
イ
ベ
ン
ト
と
な

っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演

「
ロ
ー
ド
」
は
十
六
日
、

Ｌ
界
各
国
か
ら
集
ま

っ
た
約
百
二
十
人

の
若
者

で

つ
く
る
国
際
交

流
団
体

「
ア
ッ
プ
・
ウ
ィ
ズ
・ピ
ー
プ
ル
」
の

一
行
が
、
〈
′
年
も
十
二

日
か
ら
十
九
□
ま
で
小
諸
市
を
訪
問
。
滞
在
中
は
小
中
学
校
訪
間

の

ほ
か
、
稲
刈
り
や
座
禅
体
験
を
行
い
、
市
民
ら
と
交
流
を
深
め
た
。

ア
ッ
プ
・
ウ
イ
ズ
・
ピ
ー
プ
ル
は
、
十
八
歳
か
ら
二
十
八
歳
ま

で
の

若
者
で
構
成
。
Ｌ
界
各
地
で
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
を
し
な
が
ら
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
し
て
回
り
、
国
際
感
覚
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

地
域
活
動
の

一
環
と
し
て
、
相
生
町
商
店
街
で
開
い
た

「
バ
ナ
ナ

の
た
た
き
売
り
」
体
験
。
商
店
街
の
は

っ
び
を
ま
と
い
、
コ
貝
い
な

買
い
な
バ
ナ
ナ
を
買
い
な
」
の
か
け
声
が
、
道
行
く
買
い
物
客
の
注

目
を
浴
び
た
。　
一
風
変
わ

っ
た
た
た
き
売
り
の
成
果
も
あ

っ
て
、

バ

ナ
ナ
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
。

力ヽるノ‐、一‐まュ市轟幸動は「い師ｒは“噛轡蘇̈
勝熱　恙多饂

マンズワイン株式会社
小諸ワイナリー

〒384」 諸ヽ市諸375
80267-22-6341ご見学可
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画
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さ
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松
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で
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の
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２
日
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商
議
所
な
ど
市
に
要
望
書

小
諸
市
ゆ
か
り
の
文
豪
島
崎
藤
村
の

「千
曲
川
の
ス
ケ
ッ
チ
」
に
ち
な
ん
で
、
市
全
域
を

「ス
ケ
ッ
チ
」
の
場
に
提
供
し
、
人
々
の
交
流
を
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う
―
と
の
構
想
が

持
ち
上
が
り
、
小
諸
商
工
会
議
所
と
市
観
光
協
会
、
市
区
長
会
は
二
十
四
日
、
代
表
者
の
連
名

で

「
ス
ケ
ッ
チ
文
化
都
市
」
宣
言
に
関
す
る
要
望
書
を
市
に
提
出
し
た
。
豊
か
な
自
然
や
歴
史

的
文
化
遺
産
と
い
っ
た
小
諸
な
ら
で
は
の
財
産
を
生
か
し
、

「書
く
」

「撮
る
」

「作
る
」
な

ど
の
創
作
活
動
の
場
と
す
る
こ
と
で
、
小
諸
を
訪
れ
、
住
む
人
を
増
や
そ
う
と
の
狙
い
。
小
林

俊
弘
市
長
は

「非
常
に
よ
い
こ
と
な
の
で
、
議
会
と
相
談
し
た
い
」
と
答
え
た
。　
　
　
　
　
て

「ス
ケ
ッ
チ
文
化
都
市
」
構

想
は
、
同
市
和
田
の
会
社
役
員

で
、
ま
ち
づ
く
リ
グ
ル
ー
プ
の

活
動
に
も
か
か
わ
っ
て
い
る
木

島
和
郎
さ
ん
曾
じ
が
提
唱
。
新

幹
線
開
業
で
小
諸
に
特
急
が
通

ら
な
く
な
り
停
滞
感
も
危
ぐ
さ

れ
る
中
、

「絵
や
文
、
音
、
映

城
下
町
、
商
都
な
ど
と
し
て
の

歴
史
資
源
が
あ
り
、
藤
村
や
小

山
敬

三
ら
小
諸
ゆ
か
り

の
作

家
、
画
家
な
ど
も
数
多
い
。
木

島
さ
ん
は

「
他
の
都
市
に
ま
ね

の
で
き
な
い
ス
ケ
ッ
チ
に
適
し

た
場
面
も
多
々
あ
る
」
と
し
て
、

市
内
の
各
種
団
体
な
ど
に
こ
の

構
想

へ
の
賛
同
を
呼
び
掛
け
て

き
た
。

こ
の
日
は
香
坂
勝

・
同
商
議

所
会
頭
と
酒
井
輝
雄

。
同
協
会

副
会
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
小

林
市
長
に
要
望
書
を
提

出
し

た
。
同
市
長
は

「市
も
昨
年
、

市
内
の
景
色
の
美
し
い
場
所
を

像
な
ぜ

‐
の
創
作
活
動
で
小
諸
に

一
『眺
望
百
選
」
に
選
定
し
て
お

人
々
が
集
う
よ
う
に
す
る
」
と

一り
、
う
ま
く
活
用
し
た
い
。
三

一
一
一
一
”
一

一
一
枷
一
』
¨

一一
一
』
一
一
一
一
一
一
一
一
一

催
す
る
イ
ベ
ン
ト
は

「
ス
ケ

ツ

チ
文
化
都
市
」
構
想
に
対
応
さ

せ
る
工
夫
を
す
る
と
決
め
て
い

る
。

「
ス
ケ

ッ
チ
文
化
都
市
」
童
言
を
求
め
る
要
望
書
を
小
林
市

長
に
提
出
す
る
小
諸
商
議
所
の
香
坂
会
頭
＝
小
諸
市
役
所

藤

村
を

し

の
び

自
作
の
歌
披
露
も

セ
′′ク
””
　
小
諸
で
５７
回
忌

島
崎
藤
村
の
命
日
に
当
た
る

二
十
二
日
、
小
諸
市
の
懐
古
園

に
あ
る
藤
村
記
念
館
前
で
、
五

十
七
回
日
の
藤
村
忌

「花
と
歌

を
捧
げ
る
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ

た
＝
写
真
ｃ
藤
村
文
学
の
フ
ァ

ン
や
研
究
者
約

二
百
人
が
参

加
、
懐
占
園
を
訪
れ
た
観
光
客

が
周
囲
を
取
り
囲
む
よ
う
に
藤

村
を
し
の
ぶ
行
事
に
見
入

っ
て

い
た
し

藤
村
の
胸
像
前
で
式
は
行
わ

れ
、
藤
村
文
学
の
研
究
者
と
し

て
知
ら
れ
る
伊
東

一
大

。
東
洋

大
名
誉
教
授
が

「
藤
村
に
つ
い

て
の
思
い
出
と
思
想
」
と
題
し

て
、
藤
村
の
近
代
文
学
に
お
け

道
会
の
メ
ン
バ

ー
が

「
千
曲
川

旅
情
の
う
た
」

を
朗
々
と
う
た

い
上
げ
た
。
こ

の
ほ
か
、
合
唱

グ
ル
ー
プ
、
コ

ー
ル
フ
ロ
ー
ラ

小
諸
や
小
諸
草

笛
会
が
歌
や
草

笛
の
演
奏
を
披

露
、
ま
た
小
諸

市
内
の
野
岸
小

学
校
や
小
諸
東

中

学

校

の

児

童
、
生
徒
が
藤

る
業
績
や
小
諸
に
残
し
た
足
跡

な
ど
を
話
し
た
。

市
民
の
有
志
が
自
作
の
歌
や

俳
句
を
次
々
に
読
み
上
げ
て
献

歌
、
献
句
を
し
た
後
、
浅
間
吟

村
の
作
品
の

一
部
を
群
読
し
た

り
、
藤
村
作
の
歌
を
合
唱
し
た
。

こ
の
日
は
観
光
客
も
多
く
、

木
漏
れ
日
を
受
け
な
が
ら
見
守

っ
て
い
た
ｃ

小 諸 城 址 懐 古 園

|ザ イ 7.2.2■
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一　

パ
リ
在
住
の
日
本
語
教
師
。
ロ
ッ
セ
さ
ん

タ
イ
ト
ル
は
日
本
語
に
す
る
と

「
違
反
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
。

翻
訳
に
は
四
、
五
年
か
か
り
、

今
年
二
月
に
よ
う
や
く
完
成
し

た
。
そ
の
間
、
伊
東
さ
ん
は
作

品
の
中
に
出
て
く
る
難
し
い
用

語
の
意
味
や
日
本
の
生
活
風
習

な
ど
に
つ
い
て
教
え
る
な
ど
翻

訳
作
業
に
協
力
し
た
。

ロ
ッ
セ

さ
ん
は
現
在
、

「新
生
」
を
翻

訳
中
で
、

「
い
ず
れ
は

『
夜
明

け
前
」
も
」
と
意
欲
を
見
せ
て

い
る
。

伊
東
さ
ん
に

よ
る
と
、
ロ
ッ

セ
さ
ん
は

「藤

村

は

フ

ラ

ン

ス
文
学
に
あ
こ

″

御

２

島
崎
藤
村
の
「破
戒
Ｌ

仏
語

に
翻
訳

出
版

得

下
諏
訪
の
伊
東
さ
ん

協
力

作
品
に
も
心
引
か
れ
る
よ
う
に

な
り
、
一
九
八
四
年
に
は
「家
」

の
仏
訳
を
出
版
し
た
。

仏
語
に
訳
し
た

「
破
戒
」
の

一
ラ

鴻
紬
議
詢

「
の

」
刷
戒

叶
同
″

Ｎ
Ｓ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
が

こ
の
ほ
ど
、
フ
ラ
ン
ス
で
出
版

さ
れ
た
。

翻
訳
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス

人
で
パ

リ
在
住

の
日
本
語
教

師
、
ス
ザ
ン
ヌ

・
ロ
ッ
セ
さ
ん

宅
こ
。
ロ
ッ
セ
さ
ん
の
友
人
で
、

翻
訳
に
協
力
し
た
東
洋
大
学
名

誉
教
授
で
、
藤
村
研
究
家
の
伊

東

一
大
さ
ん
貧
巴
＝
諏
訪
都
下

諏
訪
町
＝
は
「藤
村
の
作
品
は
、

表
現
が
象
徴
的
で
俳
文
的
な
た

め
、
外
国
語
に
訳
し
に
く
い
。

そ
れ
だ
け
に
、

ロ
ッ
セ
さ
ん
の

取
り
組
み
は
あ
り
が
た
い
」
と

一
喜
ん
で
い
る
。

一
ハ

ｍ
や
曖
畦
規
報
び
型
一
眸
仲

一
臨
蛯
姜
卿
一
“
麻
紋
牝

策
際
い

一
時
¨
辞
郷
は
マ
ゆ
鋼
鳳
藤
〔
ω

一か印絆″一″

「破
戒
」
を
仏
訳
し
た
ス
ザ
ン
ヌ

。
ロ

ッ
セ
さ
ん

（右
）
と
、
翻
訳

に
協
力
し
た
伊
東

一
夫
さ
ん
Ｈ
ｌ

９
９
７
年
、
東
京
都
内
で

も
あ
る
。
そ
の

人
の
作
品
に
、

フ
ラ
ン
ス
人
は

て

藤

村

作

品

ン　
　
¨
の
翻
訳
を
続
け

た

い

」
と

話

し

て

い

る

と

い

つヽ
。

TosOn shimazaki

東
京
小
諸
会
理
事

大

池

あ

さ

〒
出
　
鯉
　
東
京
都
目
黒
区
三
田

二
　

一
〇

　

一
一

電
　
話

（Ｃ
三
）
三
七

一
三
　
四
二

一
〇

の

千
曲
川

の
旅
情

千
曲
川
の
旅
情
で
思
い
出
す
。
仏
人

ァ
グ
ノ
ゥ
エ
ー
氏
の
筆
で
、
私
の
旧
詩

「
小
諸
な
る
古
城
の
ほ
と

り
」
を
仏
訳

さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
与
謝
野
君

の

「
明
星
」
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、

当
時
病
床
に
あ
っ
た
有
島
君
と
も
あ
の

訳
詩
に
つ
い
て
語
り
合

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
．
め
ず
ら
し
く
、
な
つ
か
し
い
ま

ま
に
、
い
ま
だ
に
私
の
手
も
と
に
残

っ

て
い
る
。

Alentours du vieux castel

a KornOro.

Tout autour du vieux castel

a KomOrO

De3  nuages  blancs¨・・̈ Le

voyageur S'attriste.

Le mOuron vert ne perce pas,

」eunes herbes aussi sOnt re‐

couvertes!

Sur les  cOHines, tapis d'ar‐

gent,

La neige, cOuche 16gere, fond

au solell et glisse.

MalgT6 1a chaude lumiere

Aucun parfum ne mOnte en・

cOre des champs.

Le printemps h6site dans un

brOulllard l`ger:

A peine si les b16s ont pris

leur teinte verte.

Des vOyageurs par trOupes se

hatent sur la rOite au tra‐

vers des pr6s.

Ptis c'est le cr`puscule: 1'A・

sama n'apparart plus;

De Saku un pipeau g6mit sa

m61op`e,

J'ai fait  halte a l'auberge

prё s du rivage′

La oi s'attardent les nots de

la Chikuma

Pi6tOn sOlitaire′  je bOiral le
rude sak6 champetre

POura un peu, me cOns01e■

Haguenauer

東
京
小
諸
会
理
事

小

山

陽

太

郎

〒
妬
　
曲
　
横
浜
市
泉
区
岡
津
町

一
五
〇
〇
　
二

ル
ネ
戸
塚
爾
生
台
九

一
一

電
　
話

（〇
四
五
）
八
一
四
　
一〓
全
二
五

東
京
小
諸
会
副
会
長

カ
ル
ピ
ス
株
式
会
社東

京

都

渋

谷

区

恵

比

寿

西

二

電

　

話

（
〇

三

）

三

四

六

三

東
京
小
諸
会
常
務
理
事

税
　
理
　
士

高

橋

昭

平

〒

″

　

幽

　

東

京

都

日
黒

区
東

ケ
丘

一
　

二
八
　

八

電
　
話

（〇

三
）

三
四

一
八
　

〇

四

一
六



〔15〕  第 23号 東 京 小 諸 会 々 報

′タタ/、

おka
qrヽ ノ巧″
gッ 多

人
と
モ
ノ
の
〈
天
下
分
け
目
∨

関
ケ
原
で
の
家
康
の
勝
利
の
陰

で
、
後
に
徳
川
２
代
将
軍
と
な
る

秀
忠
率
い
る
３
万
８
０
０
０
人
余

の
徳
川
主
力
軍
の
大
遅
参
が
、
家

康
に
衝
撃
を
与
え
た
。

家
康
の
重
臣
た
ち
、
す
な
わ
ち

榊
原
康
政
、
人
久
保
忠
隣
、
本
多

正
信
、
牧
野
康
成
、
高
力
忠
一房
ら

多

く

の

話

代

の

大

身

武

将

た

ち

は
、
秀
忠
の
も
と
木
曽
路

（
中
山

道
）
に
あ

っ
た
。
そ
し
て
関
ケ
原

合
戦
の
２
日
後
の
９
月
１７
日
、
妻

籠
宿

（
長
野
県
南
木
曽
町
）
で
、

味
方
の
大
勝
利
を
聞
き
、
喜
び
よ

ら
“
静
継
罐
け
融
％
の
思
い
に
か

家
康
と
と
も
に
関
ケ
原
に
あ

っ

た
の
は
、
守
備
を
主
体
に
し
た
旗

本
で
、
西
軍
に
立
ち
向
か

っ
た
先

陣
の
将
兵
は
井
伊
直
政
、
松
平
忠

吉
率
い
る
た

っ
た
６
０
０
０
人
余

だ

っ
た
。
家
康
は
秀
吉
恩
顧
の
武

将
た
ち
の
力
に
よ

っ
て
、
関
ケ
原

で
勝
て
た
の
だ
。

大
津
に
い
た
家
康
は
、
遅
参
を

怒

っ
て
、
や

っ
と
草
津
に
た
ど
り

着
い
た
息
子
秀
忠
に
、
な
か
な
か

会
お
う
と
は
し
な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
秀
忠
の
大
遅
参

は
、
石
田
三
成
に
味
方
す
る
上
田

城

（
同
県
上
田
市
）
の
真
田
昌
幸

・
幸
村
父
子
の
老
檜
な
策
に
は
ま

っ
て
、

つ
い
に
こ
れ
を
打
ち
破
れ

ず
、
足
止
め
を
く
ら

っ
て
日
を
費

や
し
た
。
さ
ら
に
木
曽
路
は
日
本

一
の
険
路
の
上
に
、
悪
天
候
が
災

い
し

て
行
軍
を
阻
ん
だ
。

し
か
し
も
う

一
つ
、
大
遅
参
の

要
因
に
な

っ
た
の
は
、
　
″
経
済
問

題
〃
で
あ
る
。

３
万
８
０
０
０
人
余
の
軍
勢
を

動
か
す
資
金
が
不
足
し
、
小
諸
城

（
同
県
小
諸
市
）
で
立
往
生
し
て

し
ま

っ
た
の
だ
。

秀
忠
は
会
津
の
上
杉
景
勝
を
討

つ
た
め
宇
都
宮
に
い
た
。
そ
し
て

石
田
三
成
の
挙
兵
に
反
転
す
る
。

は
じ
め
江
戸
に
帰

っ
て
旅
支
度
を

す
る

つ
も
り
で
い
た
。
と
こ
ろ
が

事
態
は
急
を
告
げ
、
江
戸
に
立
ち

寄
ら
ず
、
中
山
道
に
入

っ
た
。

こ
の
た
め
大
身
、
小
身
に
か
か

わ
ら
ず
、
従
軍
将
兵
の
皆
が
道
中

の
資
金
に
困
り
な
が
ら
、
何
と
か

④

● 楠戸 義昭 ●

1999年 (平成11年 )10月 22日 (金 )(lo)

信
濃
の
国
に
入
り
、
真
田
勢
と
戦
　

　

諸
将
と
は
東
海
道
筋
に
あ

っ
た

う
の
で
あ
る
。
　
　

　

　

　

　

　

　

浜
松
城
の
堀
尾
忠
氏
、
岡
崎
城
の

だ
が
そ
の
先
、
兵
を
進
め
る
旅

　

田
中
古
政
、
清
洲
城
の
福
島
正
則
、

資
が
な
い
。
秀
忠
自
身
の
所
持
金

　

駿
府
城
の
中
村

一
忠
ら
で
あ
る
。

』
妙
馘
Ж
一
稼
矩
ａ
¨
ａ
物
舞
崚

　

な
動
お
約
動
塗
融
硝
姫
¨
串
跡
″

信
が
カ
ネ
を
工
面
す
る
た
め
江
戸

　

っ
た
場
合
を
想
定
し
、
布
石
し
た

ま
で
戻
る
は
め
に
な

っ
た
。
よ

っ
　

諸
将
で
あ

っ
た
。
そ
の
彼
ら
が
逆

て
秀
忠
は
小
諸
城
に
滞
在
せ
ざ
る

　

に
家
康
に
味
方
し
た
。
城
を
差
し

を
得
な
か

っ
た
の
だ
。
　
　
　
　
　
　
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
城
に

で
は
東
海
道
を
進
ん
だ
家
康
は

　

備
蓄
し
た
資
産
も
差
し
出
す
こ
と

ど
う
だ

っ
た
の
か
。
　

　

　

　

　

　

だ

っ
た
。

家
康
は
小
山
の
陣
に
上
杉
討
伐
　

　

だ

か

ら

東

海

道

を

行

く

家

康

一
な
　
　
の
ス
ピ
ー
ド
が
あ
ま
り
に
早
か

っ

線
基
地
と
な

っ
た
赤
坂

（
岐
阜
県

大
垣
市
）
に
、
地
元
民
を
動
員
し

た

三
成
を
先
に
討

つ
こ
と
が
決
ま

　

で
運
ば
せ
た
。

る
。
こ
の
時
、
以
前
に
触
れ
た
が
、
　

　

秀
忠
が
資
金
に
窮
し
、

つ
い
に

掛
川
城

（
静
岡
県
掛
川
市
）
の
城

　

関
ケ
原
に
間
に
合
わ
な
か

っ
た
の

主

・
山
内

一
豊
が

「
私
の
城
を
家

　

と
は
反
対
に
、
家
康
は
潤
沢
な
秀

康
公
に
差
し
上
げ
ま
す
」
と
い

っ
　

吉
が
備
え
た
財
産
を
使

っ
て
、　
一

て
、
城
を
献
上
し
、
他
の
諸
将
も

　

気
に
関
ケ
原
を
め
ざ
し
、
勝
利
し

こ
れ
に
な
ら

っ
た
。
　

　

　

　

　

　

た
の
で
あ
る
。
　

（
編
集
委
員
）

カ
ネ
に
負
け
て
大
遅
参

聞新諸

『虚
子
記
念
館
』
着
工

与
良
「虚
子
庵
」横

来
春
完
成

小
諸
の
文
化
の
拠
点
に

小
諸
市
は
小
諸
市
与
良

の

「
虚
子
庵
」

隣
り
に

「高
浜
虚
子
記
念
館
」

の

建
設
を
十
月
か
ら
始
め
て

い
る
。
完
成
は
来
年

一
月

二
十
八
日
の
予
定
。

記
念
館
は
約
百
五
十
平

方
メ
ー
ト
ル
、
木
造

一
部

一里
雲
コ
ン
ク
リ
ー
ト
プ
ロ
ッ

ク
造
り
の
平
屋
。
屋
根
は

和
瓦
、
外
壁
は
し
っ
く
い

に
す
る
な
ど
、
景
観
に
も

配
慮
し
た
。
全
体
の
敷
地

面
積
は
五
一自
車
士
土
万
メ
ー

ト
ル
で
、
駐
車
場
も
整
備

す
る
。
建
設
費
用
は
約
七

千
万
円
。
こ
の
う
ち
、
約

半
分
が
全
国
の
俳
句
愛
好

家
ら
か
ら
記
念
館
建
設
基

金
と
し
て
寄
付
さ
れ
た
。

館
内
は
約
与
‡
羊
カ
メ
ー

ト
ル
の
第

一
展
示
室
と
、

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
広
さ
の

第
二
展
示
室
が
あ
る
。

第

一
展
示
室

に
は
、

コ
ハ
山

一
双
句
屏
風
」
や

「連
峰
の
高
嶺
々
々
に
夏

の
雲
」
な
ど
の
掛
け
軸
、

虚
子
胸
像
な
ど
を
展
示
す

る
。第

二
展
示
室
は
会
議
室

や
句
会
、
企
画
展
な
ど
に

利
用
し
て
い
く
方
向
だ
。

開
館
は
二
月
下
旬
頃

に
な

る
見
通
し
て
、
現
在
開
館

を
記
念
し
た
全
国
大
会
の

計
画
も
進
め
て
い
る
。

高
浜
虚
子
は
明
治
三
十

一
年
に
俳
句
雑
誌

「
ホ
ト

ト
ギ
ス
」
を
主
宰
、
昭
和

十
九
年

（虚
子
七
十
歳
）

か
ら
四
年
間
を
小
諸
市
で

過
ご
し
た
。
小
諸
市
滞
在

の
四
年
間
に

「山
国
の
蝶

を
荒
し
と
思
は
ず
や
」
な

ど
の
多
く
の
名
作
を
残
じ

て
い
る
。

信 グ 卜ヽ[博 /Jヽ
―

―
― 日

大 ― 評 J_-1ま =し
に
た

5罰 目腿200g詰

地元浅間高原産の一級品の原料を使用しています。

郷土の特産として、贈答品、おみやげとして、御

利用ください。

3本詰め、6本詰め、 10本詰めなど御座います。

多少にかかわらず全国発送致します.

株式会社 高嶺商会
小諸市和田 547-21

■  0267-22-3832
皿  0267-22-4396

平成 4年度長野県園芸特産展入賞

小諸市推薦土産品認定品

-
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．野
一尻
一湖
一遺
一跡
一群
一出
一土
一一一０
一一一一黒
一曜
一石

青
森

神
津
島
壷
産
も

東
日
本
と
の
交
流
を
裏
付
け

上
水
内
部
信
濃
町
の
野
尻
湖
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
た
後
期
旧
石
器
時
代

（約
三
万
五
千
１

一

万
二
千
年
前
）
の
石
器
に
使
わ
れ
て
い
る
黒
曜
石
の
中
に
、
青
森
県
や
秋
田
県
な
ど
の
遠
隔
地

で
産
出
し
た
も
の
が
あ
る
こ
と
が
二
十
七
日
、
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（更
埴
市
）
の
調
査

で
分
か
っ
た
。
長
い
年
月
に
わ
た

っ
て
数
百

ロ
キ
離
れ
た
複
数
の
地
域
と
交
流
が
続
い
て
い
た
こ

と
が
、
旧
石
器
時
代
の
石
器
で
裏
付
け
ら
れ
た
の
は
初
め
て
。
県
内
に
国
内
有
数
の
産
地
が
あ

っ
た
の
に
遠
方
の
広
範
囲
か
ら
黒
曜
石
が
運
び
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
同
セ
ン
タ
ー
は

当
時
の
人
々
の
生
活
や
行
動
を
朗
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
貴
重
な
手
掛
か
り
に
な
る
と
し
て
い

る
。

上
信
越
道
建
設
に
伴
い
発
掘

し
た
貫
ノ
木
、
日
向
林
Ｂ
な
ど

十
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
す
べ
て

の
黒
曜
石

一
万
三
千
点
余
を
、

静
岡
県
の
沼
津
工
業
高
専
の
望

上
水
内
部
信
濃
町
の
野
尻
湖
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
た
県
外
産
黒
曜
石
で
作
っ
た
石
器

県
外
産
と
分
か
っ
た

）^
遠
く
は

青
森
県
の
木
造
覇
や
深
湾
町
、

秋
田
県
男
鹿
市
が
産
地

、
こ
の

ほ
か
栃
木
県
矢
板
市

・
壇
票
〓

付
近
の
高
原
山
、
東
京
都
の
神

津
島
産
の
も
の
も
合
ま
れ
て
い

た
。
信
濃
町
か
ら
は
直
線
距
離

で
も
二
百
八
十
１
四
百
六
十
♂

離
れ
た
場
所
だ
。

し
か
も
、
黒
曜
石
が
出
た
遺

跡
の
年
代
が
約
二
万
年
前
か
ら

約

一
万
二
千
年
前
と
幅
広
い
の

が
特
徴
。
同
じ
産
地
か
ら
違
う

年
代
に
運
ば
れ
た
と
み
ら
れ
る

一

黒
曜
石
も
あ
る
。

こ
れ
ま
で
旧
石
器
時
代
の
黒

曜
石
は
、
青
森
県
深
浦
産
の
黒

曜
石
が
富
山
県
の
立
美
遺
跡
で

出
上
し
た
例
な
ど
が
あ
る
。
し

か
し
、
い
ず
れ
も
サ
ン
プ
ル
が

少
な
く
、
特
定
の
時
期
、
特
定

の
産
地
に
限
ら
れ
て
い
た
。

旧
石
器
時
代
に
詳
し
い
明
治

大
学
の
安
蒜
政
雄
教
授
は

「青

森
産
の
黒
曜
石
も
含
ま
れ
て
い

た
の
は
驚
き
だ
。
当
時
の
野
尻

湖
周
辺
は
東
北
や
関
東
か
ら
絶

え
ず

ハ
ン
タ
ー
が
訪
れ
る
豊
か

な
狩
り
場
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

す
べ
て
の
黒
曜
石
を
調
べ
た
こ

と
で
、　
一
つ
の
遺
跡
群
の
歴
史

を
探
る
手
掛
か
り
に
な
る

一
と

評
価
し
て
い
る
、）

同
セ
ン
タ
ー
の
大
竹
憲
昭

・

調
査
研
究
員
は

「和
田
峠

一
帯

か
ら
良
質
な
黒
曜
石
が
採
れ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遠
方
の
も

の
が
見
つ
か
っ
て
い
る
ｃ
狩
猟

以
外
の
社
会
的
な
要
因
が
何
か

あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

結
果
を
基
に
、
当
時
の
人
々
の

生
活

・
行
動
パ
タ
ー
ン
を
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
一
と
話
し

て
い
る
。

今
と
は
違
っ
て
人

の
移
動
が
限
ら
れ

た
大
昔
で
も
、
物

の
交
流
が
思
い
の

ほ
か
広
く
行
わ
れ

て
い
る
。
上
水
内

郡
信
濃
町
の
野
尻
湖
周
辺
に

は
、
青
森
や
秋
田
方
面
か
ら

も
黒
曜
石
が
伝
わ

っ
て
き
て

い
た
。
今
か
ら
約
三
万
五
千

１

一
万
三
千
年
前
、
後
期
旧

石
器
時
代
の
こ
と
だ
◆
上
信

越
道
の
建
設
に
伴
い
、
野
尻

湖
遺
跡
群
か
ら
大
量
の
黒
曜

石
が
出
土
し
て
い
る
。
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
、
産

地
の
分
析
を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
大
部
分
は
和
田
峠
な
ど

の
県
内
産
だ

っ
た
。
数
は
少

な
い
な
が
ら
も
県
外
産
が
見

つ
か
り
、
し
か
も
遠
く
は
直

線
距
離
で
四
百
六
十
♂
に
及

ん
で
い
る
。
は
る
か
な

″
黒

曜
石
の
旅
″
は
何
を
語
る
の

か
◆
野
尻
湖
と
い
え
ば
、
何

は
さ
て
お
き
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ

が
思
い
浮
か
ぶ
。
お
お
よ
そ

二
万
年
前
ご
ろ
ま
で
は
生
き

て
い
た
。
旧
石
器
時
代
と
年

代
が
重
な
り
合
う
。
何
度
か

の
発
掘
を
通
じ
て
野
尻
湖
の

湖
底
か
ら
は
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ

ウ
の
化
石
が
見
つ
か
っ
て
い

る
。
ゾ
ウ
や
シ
カ
の
狩
り
場

だ

っ
た
と
さ
れ
る
。
だ
と
す

る
と
黒
曜
石
で
作
っ
た
狩
猟

“
餃
Ｘ
●
Ｉ
“
餃
Ｘ
●
取
“
蚊
“
蚊
“
蚊
ヽ
数
“
餃
“
餃
“
餃
“
餃

具
も
、
関
係
が
あ

っ
た
か
と

想
像
し
た
く
な
る
◆
ぐ

っ
と

時
代
は
新
し
く
な
り
、
と
い

っ
て
も
約
五
千
１
四
千
五
百

年
前
だ
。
青
森
市
の
三
内
丸

山
遺
跡
か
ら
は
、
霧
ケ
峰
産

の
黒
曜
石
を
使
っ
た
や
じ
り

三
本
が
発
掘
さ
れ
た
。
縄
文

時
代
最
大
級
の
集
落
と
し
て

一
躍
有
名
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
旧
石
器
時
代
と
は

逆
に
本
州
の
中
央
か
ら
北
の

地
へ
、
ど
う
や
ら

〃
黒
曜
石

の
旅
″
ル
ー
ト
が
あ

っ
た
ら

し
い
◆
獲
物
を
た
く
さ
ん
手

に
す
る
に
は
、
優
れ
た
狩
猟

具
を
必
要
と
す
る
。
優
れ
た

狩
猟
具
の
た
め
に
は
、
優
れ

た
石
材
が
ほ
し
い
。
ガ
ラ
ス

の
よ
う
に
割
れ
口
が
鋭
い
黒

曜
石
は
、
極
め
て
好
都
合
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。
旧
石
器

時
代
か
ら
営
々
と
大
切
に
さ

れ
て
き
た
。
い
い
物
は
、
時

間
と
場
所
を
選
ば
な
い
。

新 聞 定 価 1カ月 3,925円 (蒼写 J規
3.I欝

目 )1部 ジ 季11吉8日 (消 費 税 込 み )第 二 種 郵 便 物 認 可
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信方1・ 信濃

挽きたて。打ちたて・方でたて

●も備4す
本 社

株式会社三ツ和小諸そば事業部
〒104東京都中央区新川2丁目13番 8号 8o3(3555)0092

健康を贈る

山吹味噌の特長―

天然、自然の条件を何よりも尊重し

味噌に最適な原料を選び

昔ながらのみそ造りの長所を守り
量産にこだゎらず、自然の味のみを
追求してぃます。

味噌づ くり300有余年一――

山 層 露
信州味噌株式会社

■覇嘲驚闘i茅‖

城
下
町
「小
諸
号
北
国
街
道
の
蔵

蠅
ポ
鶴

高
年
一尚
原
の

自
然
に
つ
つ
ま
れ
た

Ｉ
子
屋
高
峯
山
荘

IS COMMuNICATI

橋
一

一

一示
一

堂

ドトブレ||ヒ |→着5ブ京橋繭
銭輔鸞 1荻

邦  之

O√葬覧
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原
料
大
豆
と
し
て
良
質
の
丸
大
豆
を

‐００
％
使
用

キ
ッ
コ
ー
マ
ン
特
選
丸
夫
二
し
ょ
つ
ゆ

κκЮ ″ηρ

―

OJ咆 諦
ドキ副

“

ぼ刀し

旅情の仏 やすらぎとロマンにひたろノゾー‖曖ル

展望大浴場 とサウナ

小諸懐古国の隣

宗家 内藤流石自挽 手打そば本舗

小諸 グラン ドキャッスルホテル姉妹店

小諸市大手1-3-9 8D287(22)24田

絶
子
と
お
風
こ
で

シ
ア
ヮ
セ
宴
会

常
盤
館

登
Ш
電
車
で
ト
コ
ト
コ
登

っ
て

標
高
う
、０
５
０
ｍ
の
眺
望
と
爽
快
さ
。

展
望
露

天
風
呂

雲
の
助
誕
生

ウ基省二

員

視日
会

.lヽ 諸市え野 762-2
電話 0267-22-0516

孵解たRハ
本格 的 お恭亨・T(テ 釣制 )

専用電話 0267-"-1550

佐
久
の
地
酒

・
山
謙
酒
造
の
花
シ
リ
ー
ズ

暑

↓孝

友

純米酒
″＝Ｔり，・／

キ令
艤瞬
逃
爆　
▲才

「
Ч
／
ごノ
メ％轟【【［「
　
　
同
製

だヵ、お
Ⅷ̈
り物
にぜ
ひご
活

銘
馨

山
謙
洒
造
店

幽

長
野
県
小
諸
市
市
町

一
―
ニ
ー
二
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
二
六
七
―
二
二
―
〇
〇

一
七

水
は
浅
間
の
伏
流
水
。

米
は
山
田
錦

・
美
山
錦
を
主
原
料

に
、
酒
造
り
の
命
で
あ
る
、
麹
造

り
は
む
ろ
ん
の
こ
と
曇
詰
に
至
る

ま
で
す
べ
て
伝
統
に
の
っ
と
っ
た

手
造
り
の
地
酒
で
す
。
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東京小諸会平成11年度総会・大懇親会御出席回答者名簿

平成11年11月 13日 (土 )

如 水 会 館 に て
(敬称略・会員は五十音順)

賓来
員

経済評論家・財界研究所名誉会長
参議院議員

参議院議員

長野県議会議員
小諸市名誉市民 。前小諸市長
小諸市長

小諸市議会議長
小諸市議会副議長

長野県人会連合会常務理事
東京滑川会会長

〃  副会長
″  冨1会長

東京上国会副会長
小諸市議会総務文教委員長

″  総務文教副委員長
″  福祉環境委員長
〃  建設副委員長
〃  経済委員長
〃  経済副委員長
″  運営委員長
〃  運営副委員長
″  議員
〃  議員
″  議員
″  議員
〃  議員
″  議員
″  議員
″  議員
″  議員
″  議員

小諸市農業委員会会長
小諸商工会議所副会頭
小諸商工会議所専務理事
小諸市観光協会会長
小諸新聞社社長
ビアザい代表取締役
小諸市助役

〃 収入役
〃 教育長
″ 総務部長
〃 庶務課長
〃 庶務課秘書係長
″ 庶務課秘書係
″ 庶務課秘書係
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山
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林
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林

田

井

山

上

木

川

内

橋

飼

山

川

林

山

川

川

本

尾

日

本

橋

水

屋

木

島

田

石

山

澤

藤

木

島

澤

中

野

山

林

堀

利

橋

田

三

小

羽

小

塩

小

池

金

我

三
高

石
竹

高

長

小

塩

小

小

早
塩

湯

赤

武

山

高

清

上

高

福

町

白

小

南

内

高

木

芹

小

上

小

小

内

甘

高

【あ】
相 原 明 彦 (新 町)

相 原 千 恵 (新 町)

饗 場 章 雄 (諸 )

饗 場 孝 子 (諸 )

諄 剰
孝

筆 1番 辱|

甘 利 富 重 (和 田)

甘 利 美千代 (和 田)

【い】
伊 沢 まゆき (北大井)

市 川 源太郎 ( 特 )

【う】
臼 田 誠 人 (紺屋町)

【お】
小山田 純 ― (北大井)

大 池 あさの (東 町)

大 村 高 芳 (芝生田)

岡 部 幸 美 (南 町)

荻 原   隆 (菱 野)

萩 原 尭 春 (佐久市)

萩 原 冨久子 (本 町)

^う

力  1与
【か】

掛 川 国 雄 (馬場裏)

掛 川 好 重 (本 町)

笠 間   弘 (馬場町)

柏 木 康 男 (南大井―ツ谷)

春 日 孝 敬 (南 町)

片 井 光 三 (松 井)

金 井 たき子 (乗 瀬)

【き】
木 内 古 壽 (南☆丼一ツ谷)

木 俣 宗 子 (柏 木)

岸 川 貞 男 (石 峠)

岸 川 初 枝 (石 峠)

北 村 尚 巳 (石原町)

【こ】
ノ
lヽ 泉 久 夫 (森 山)

小 泉 好 里 (り |1辺 )

ノ1ヽ 林 八 三 (松 井)

小 林   博 (芝生田)

小 林   裕 (小 原)

フト 林 芳  彦 (北大井八満)

小 林 正 喜 (芝生田)

小 山 清 吾 (与野町)

小 山 晴之助 (市 町)

ノ1ヽ 山 尭 志 (市 町)

小 山 八 郎 (与良町)

小 山 平 六 (与良町)

小 山 也恵子 (東京都)

小 山 洋之介 (市 町)、
ア:ク・′

【さ】
酒 井 福 人 (不口 田)

【せ】
瀬 川 晶 子 (六 供)

【た】
田 中   勇 (御 影)

高 橋 宗 雄 (耳 取)

高 橋 安 夫 (三岡村)

高 橋 安 雄 (三岡村)

高 橋 慶 寿 (耳 取)

高 山 三千夫 (御代田)

田 島   譲 (三岡村)

田 沢 雄二郎 (荒 町)

武 重 千 冬 (本 町)

高 平 寿 子 (平 原)

【つ】
土 屋 佳代子 (荒 町

)′ 7

土 屋 憲太郎 (六 供)

【な】
中 村 美 子 (大字市村)

【に】
西 岡 寿美子 (本 町)

韮 澤 晴 子 (相生町)

韮 澤 弘 志 (相生町)

韮 澤 嘉 雄 (相生町)

【ぬ】
沼 田   淳 (与良町)

【は】
橋 本   周 (六 供)

花 上 秀 子 (六 供)

【ひ】
日野原 愛 子 (本 町)

シ ブ・ しを 夫
【ふ】

深 野 かよ子 (与良町)

藤 田 昭 男 (与良町)

舟 田 秋 生 (平 原)

舟 田 恒 夫 (南大井)

【も】
杜 下 袈裟太郎 (南 町)

【や】
柳 澤 今朝雄 (滝 原)

柳 澤 啓 ― (与良町)

柳 澤   滋 (与良町)

柳 澤 輝 雄 (大久保)

柳 澤 直 樹 (与良町)

柳 澤 紀 子 (市 町)

柳 澤 弥 幸 (滝 原)l
山 浦 みつ子 (与良町)‐

山 田 益 英 (糠 地)

山 浦 俊 ― (北大井)

【わ】
渡 辺 義 和 (カロ 増)
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